













































ラン ク ト ンが消費す る炭素の う ち ， 湾 奥 では 12.6% ， 湾 央では 3.6% を
Aplanochytrium 類が供給していると推定され，その生態学的な影響力は１属の生物
として大きいことが示された。さらに，環境 DNAに対する 18S rDNAの網羅的解読に
よるラビリンチュラ類の群集構造解析では，ラビリンチュラ類全体に対する
Aplanochytrium 類と同定された配列の割合は，大阪湾では約 70%を占め，全球的
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2019 年 1 月 29 日、本学の学位規程に従い公開講演を行い、本論文に関する説
明と質疑応答を行った。申請者の説明はきわめて明快であり、応答内容も十分満足で
きるものであった。 
以上により，審査委員は本論文提出者（浜本洋子）が、博士後期課程の修了に必
要な所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受け、博士論文の審査及び最終
試験に合格したので、博士（理学）の学位を授与せられるに充分なる資格をもつもので
あると認める。 
